
本研究会設立にあたっての想い 

 

【長岡市】 

・ 地方創生は、地方自治体だけで成しうるものではないと考えております。 

・ このたび、北越銀行や地元産業界と一緒に取り組むことができるということ

に感謝するとともに積極的な活動につながることを期待しております。 

・ また、首都圏や全国にネットワークを持つ、国の機関であるＵＲ都市機構の

本研究会に果たす役割にも、大いに期待しているところです。 

・ 本研究会が契機となり、長岡のまちなかでさまざまな民間プロジェクトが展

開され、本市の地方創生が目指す、地域経済の活性化や若者をはじめとする

地域雇用の創出などへつながるよう、努力して参りたい思います。 

 

【北越銀行】 

・ 国では、本年度を地方創生元年と位置づけ、自治体だけでなく地域金融機関

に対しても、各地方自治体の地方創生への取り組みに関し積極的な支援を期

待しております。 

・ 当行では、その地方創生に向けた支援の１つとして、コンパクトシティ化な

どによる中心市街地活性化に向けた自治体との連携と、官民による活性化プ

ロジェクト支援にも注力したいと考えております。 

・ 当行は、「真にお客さまの期待に応え地域に貢献し、存在価値のある銀行を目

指す」を経営目標としており、これまで培ってきた経験やノウハウを最大限

に活用して、長岡の新たなまちづくり実現に向けて全力で取り組んで参りた

いと考えております。 

・ 長岡市と当行との関わりを歴史的に振り返ると、当行は長岡市の繁栄ととも

に成長・発展させていただいており、明治から今日まで 130有余年とこれか

らの 100年も、お互いに手を携えて歩んで参りたいと考えております。本研

究会を復刻版「ランプ会」として、未来の輝かしい世代への円滑なる財産の

継承とともに、積極的に取り組んで参りたいと思います。 

 

【ＵＲ都市機構】 

・ ＵＲ都市機構では、地方公共団体が行うまちづくりを支援し、地方創生の実

現にむけて取り組んでいるところです。 

・ これまで、長岡市においては、中心市街地の活性化を実現するための検討や

大手通表町東地区の事業化に関するお手伝いをして参りましたが、今回の研

究会設立は、こうした取り組みをより一層推し進めるプロジェクトと考えて

おります。 

・ 本研究会においては、長岡市と北越銀行との連携のもと、これまで当機構が

培ってきたまちづくりの様々なノウハウを提供することで、長岡市が目指す

中心市街地のさらなる価値の創造に寄与して参りたいと存じます。 
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